
県南地域
サイクルツーリズム推進協議会

令和４年７月11日

第２回協議会

資料１



〈 内 容 〉

１ 県南地域モデルルートの決定について

２ 県南地域モデルルートの名称の決定について

３ 走行環境の整備について

４ 情報発信・広報について

５ 今後の進め方について
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〇通過市町は、全８市町（足利市、栃木市、佐野市、鹿沼市、小山市、下野市、壬生町、野木町）
〇全延長約188km

１-10 県南地域モデルルート（案）

(1) 全体
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１ 県南地域モデルルートの決定について

(1)第１回協議会で提示したルート（案）



１ モデルルートの決定について
(２)試走会の実施
１）第１回試走会 （R4.2.15）
①区間 栃木市総合運動公園-太平山ｰ岩舟総合

運動公園
②目的 モデルルートの走行性の確認
③参加者 宇都宮ブリッツェン、県栃木土木事務所、

事務局 計７名
④主な意見
・栃木市街地は蔵の町並みが続き、路肩も十分に走るス
ペースがある。（写真１）
・県道栃木環状線は大型車が多いため、ルートには適さな
い。（写真２）

２）第２回試走会 （R4.5.9）
①区間 太平記館-サイクルショップｰ史跡足利学校

-足利織姫神社・織姫公園-渡良瀬川自転車道
-足利市駅-太平記館

②目的 モデルルート沿線の地域資源の確認
③参加者 棚橋委員、足利市、県観光交流課、事務局

計９名 ※とちぎテレビ取材
④主な意見
・渡良瀬川や山々などの自然や歴史的名所が集積してい
るので、自転車による周遊は有効である。
・沿線のサイクルショップや和菓子店等からおもてなしを受
け、観光客を受け入れる体制が整っている。（写真3,4）
・渡良瀬河川事務所で進めている「かわまちづくり」との連携
が確認できた。 写真3_地元のサイクルショップ 写真4_足利市駅(足利観光交流館)

第１回試走会
（足利市内）

（R3.9時点）

第２回試走会
（栃木市内）

※その他全ての
区間で事務局を
主体とした試走会
を実施

写真1_栃木市街地

写真2_県道栃木環状線
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１ モデルルートの決定について
(３)モデルルートについて

第１回協議会で提示したモデルルート（案）をもとに、下記の観点を勘案し、試走会等で現場を確認
した上でルートを設定
①拠点間距離、②安全性（交通量・幅員）、③勾配、④市町や民間の取組連携 等

〇東西南北に鉄道、高速
道路が通り、県内外からの
アクセス性に優れている。

〇史跡足利学校や野木町
煉瓦窯、栃木市の蔵の
町並み等、文化施設が
豊富である。

○渡良瀬川サイクリング
ロードや黒川思川サイク
リングロード、姿川サイク
リングロードなどが整備
されている。

○太平山や唐沢山、藤坂峠
などアップダウンも楽しめる。 4



(1) 概要
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協議会で選定した５つの候補から、一般投票により決定。

【候補名】
（１）栃木県サイクリングルート“ ”
（２）栃木県サイクリングルート“ ”
（３）栃木県サイクリングルート“ ”
（４）栃木県サイクリングルート“ ”
（５）栃木県サイクリングルート“ ”

【投票期間】
・投票時期：令和４年６月13日（月）から７月４日（月）まで
・投票期間：約３週間

【周知方法】
・県や市町、各協議会委員のホームページやＳＮＳへの掲載
・県、市町の総合窓口、各道の駅等でチラシの配布

名称選定のチラシ

２ モデルルートの名称の決定について
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モデルルート（案）の「名称・由来」の素案一覧

【投票総数】

３２０票
【投票結果】
第１位 栃木県サイクリングルート “ ” ” １０５票
第２位 栃木県サイクリングルート “ ” ９８票
第３位 栃木県サイクリングルート “ ” ９２票
第４位 栃木県サイクリングルート “ ” １７票
第５位 栃木県サイクリングルート “ ” ８票

【名称決定】
上記の投票結果を踏まえ、県南地域モデルルートの名称を

栃木県サイクリングルート“
（県地域振興課 提案）

に決定します。
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２ モデルルートの名称の決定について

（２）結果

８(はち)

はち はち



○路面表示の矢羽根の規格及び色については、交通管理者の意見を踏まえた結果、「安全で快適
な自転車利用環境創出ガイドライン」の仕様とする。
○案内看板は、法定外標識となる。
○塗装仕様は、屋外広告物条例等により、色彩等の基準を遵守する。（標識柱、標識板裏面）
○整備は整備箇所の各管理者が実施するものとする。（例：市道⇒市道管理者）
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○モデルルートであることを示す路面表示と案内看板の整備を行う。（県北地域のナス１を踏襲）

３ 走行環境の整備について

案内

路面表示 案内看板

【案内】
・ルート沿線の主要地点と拠点までの距離を表示
・約5ｋｍ間隔で設置
〔表示内容〕
・主要地点名 例 「那須高原友愛の森」
道の駅や鉄道駅、公園など11箇所
・主要地点までの距離
・現在地 例 「⑨－２」

【矢羽根】
・単路部・・・100m間隔
・分岐部・・・200m,150m,100m,50m,

30m,20m,10m地点に設置
【誘導】
・右左折の交差点部に設置
・自転車マークはJIS規格

ナショナルサイクルルートの基準を参考

誘導

幅20cm

長
さ
60
cm

案内

幅20cm

長
さ
200
～
250
cm

誘導

幅30cm

長
さ
6
0
c
m

長
さ
100
cm

幅30cm

矢羽根

幅75cm

長
さ
150
cm



○主要拠点箇所（路面表示・案内看板に表示）

３ 走行環境の整備について

①小山駅
↕ 約１４ｋｍ

②天平の丘公園
↕ 約１０ｋｍ

③壬生駅
↕ 約４ｋｍ

④道の駅「みぶ」
↕ 約１０ｋｍ

⑤道の駅「にしかた」
↕ 約１０ｋｍ

⑥栃木市総合運動公園
↕ 約６ｋｍ

⑦永野川緑地公園
↕ 約１２ｋｍ

⑧岩舟総合運動公園
↕ 約１１ｋｍ

⑩唐沢山
↕ 約８ｋｍ

⑪葛の里壱番館
↕ 約２８ｋｍ

⑫松田川ダム
↕ 約１５ｋｍ

⑬足利市駅
↕ 約１５ｋｍ

⑮佐野駅
↕ 約１０ｋｍ

⑯ハートランド城
↕ 約２３ｋｍ

⑲小山市営原の内公園
↕ 約９ｋｍ

①小山駅

⑨道の駅
「みかも」

⑨道の駅
「みかも」

⑰野木駅

⑱野木町
煉瓦窯

県南地域モデルルート（案）
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○単路部
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案内看板
【案内】

路面表示
【誘導】

路面表示
【矢羽根】

案内看板
【誘導】

ナス１における施工例

○分岐部

路面表示
【矢羽根】

路面表示
【案内】

３ 走行環境の整備について



４ 情報発信・広報について
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○情報発信
（１）ポータルサイト
（２）サイクルマップ

※県北地域「ナス１」の作成実績を参考に作
成する。掲載情報は協議会内でワーキング
グループ等を設置し、検討する。

（１）ポータルサイト
①本県の観光情報サイトでアクセス数の
多い「とちぎ旅ネット」の、「とちぎの魅力再
発見」のコンテンツ中に掲載する。
既存のサイクルツーリズムトップページ内
に県東地域ページを追加する。
②掲載内容
・サイクルマップ
・サイクルイベント情報
・ルート沿線の
観光コンテンツ情報 等

県内の自転車情報
を一元的に提供

とちぎ旅ネット トップページ

とちぎの魅力再発見コンテンツ

モデルルート紹介

観光施設情報地域毎のページ

県北

ナス1ページ ※作成中サイクルツーリズム トップページ



４ 情報発信・広報について
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（２）サイクルマップ
１）掲載内容（案）
①マップ面
・モデルルート（距離、高低差（勾配））
・ルート沿線の観光コンテンツ情報
・その他施設情報（休憩施設、トイレ、サ
イクルショップ(修理所)等）
②裏面
・本県へのアクセス
・自転車ショップ情報
・自転車安全規則 等
２）配布先
・道の駅
・鉄道駅
・各市町の観光協会
・沿線の観光施設等
・サイクル関係ショップ 等
３）配布部数
・2500部を予定

サイクルマップの例（ナス１） ※作成中

マップ面



４ 情報発信・広報について

ミウラ折り
（両面ハードカ
バー付き）
（約11cm×8cm）

マップ面

全体イメージ(ナス１の例） ※作成中

裏面

42cm（A2サイズ）

59cm
（A2サイズ）

12



５ 今後の進め方について
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○令和３年９月10日
第１回協議会 内容：モデルルート（案）の提示

○令和４年７月11日（本日）
第２回協議会 内容：①モデルルートの決定

②名称の決定について
③走行環境整備について
④情報発信・広報について

○令和５年度（予定）
第３回協議会 内容：フォローアップの実施

（モデルルートの活用等について）

（１）走行環境整備
・県土木事務所・市町 工事発注

（２）ポータルサイト・サイクルマップの作成
・WGの設置
・各関係機関へ意見照会

令和４年度中に完了予定


